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▲外務省大臣官房審議官  北野 充 氏
MBA取得を目指す在学生に、入学動機や今後の目標をお聞きしました。
入学前は、ビジネスの分野において、既存の価値観や発想にとらわれない新しいものの見方
や手法を学ぶ必要性を感じていました。また仕事上の分野や既存の知識についても掘り下げ
た議論に渇望していた時期でもありました。このような時期に新潟市に夜間制のこの大学が
あって、勤務地である長岡市にはサテライトキャンパスがあると知り、入学を決意しました。今
までの経験を活かしながら今までとは違う分野の新鮮な考え方に触れ、新しいビジネスモデ
ルを考える良い機会になったと思っています。特に事業創造というアントレプレナーシップに
溢れた人達との出会いは刺激的で楽しいものとなっています。
Q
A
Q
A
入学しようと思われた動機は何ですか？
現在取り組んでいる課題・テーマ、もしくは最も力を注いでいることは何ですか？　
Q
A
将来、実現したい夢、もしくは自ら創造したい事業分野（新事業・ビジネスモデル等）は何ですか？
井口 正明
Iguchi Masaaki
元 株式会社 大光銀行
（2010年4月入学）
現在取り組んでいるテーマは「ファイナンシャルプランナー業」です。ファイナンシャルプラン
ナーは「お金」にまつわるいろいろな相談事に乗ることを事業とする士業です。今までの銀行
員としての経験を活かしながら、「お金のことを考える負担を軽くしたい」と思っている人に効
果的なマネープランを提案し、支援をするというビジネスモデルを考えています。現在の日本
では、ファイナンシャルプランナーは事業としても未知数なところも多く、事業化には多くの
ハ ドールがありますが、担当教授の指導の下、事業計画実現のため奮闘しているところです。
人々がわずらわしい「お金」にまつわるもろもろのことから開放されて、本来集中すべきこと（仕事、自己実現、勉強、趣
味）に専念できるように、少しでもその手助けをするというのが目標です。いわば人の夢を実現するお手伝いをするビジネ
スです。それが社会的にも必要とされ、永続性のあるビジネスモデルとして社会的使命を担うことができれば良いと思って
います。それを演習などで先生や他の院生とのディスカッションを通じて、具体的実証的に形づくっていくことをこれから
の課題としています。
幅広い知識・経験を具備し、多角的な視点から事業の創造を検討する能力を養成するため
に、本学を志望しました。アントレプレナーシップを担保する事業創造に係る系統化されたカ
リキュラムが用意され、総合的な経営管理の知識・手法を学ぶことができ、また、「環日本
海」といった立地条件による近隣諸国の留学生との交流の機会もあることから、今後ますま
すパラダイムシフトする社会環境・国際状況に対応するビジネスモデルを構築するためには、
本学において学ぶことが最良と考え、入学を志望するに至りました。
Q
A
Q
A
入学しようと思われた動機は何ですか？
周囲の学生はどのような雰囲気の方々ですか？ 大学院の雰囲気をお伝えください。
Q
A
将来、実現したい夢、もしくは自ら創造したい事業分野（新事業・ビジネスモデル等）は何ですか？
菅原  正克
Sugawara Masakatsu
社会福祉法人
愛宕福祉会　勤務
（2010年4月入学）
院生は、社会人から学生、また、年齢層も広く、留学生の在籍者も多数いることから、様々な
考え方、各自のキャリア・生活歴を尊重する雰囲気があります。また、カリキュラムにおいて
も、グループワークやチーム毎に課題を設定し、調査・研究の上、発表・プレゼンを行う講義
も多数あることから、相互の見解を尊重する風土が形成されていると感じます。
アグリビジネスから発信する「第６次産業の創出」～障がい者雇用と福祉の自立～第６次産業（第１次産業×第２次産業
×第３次産業）の創出。障がい者雇用による継続した労働力を背景に、有機農法や無農薬栽培で育成された農業生産物
を起点として、加工、流通、販売の全工程に関与する単体企業（株式会社）を設立し、諸問題を解決することで、企業に
とっては累積する収益確保が可能なほか、障がい者の雇用・就労支援を担保し、また、中間コストを省いた新たな流通シ
ステムを確立することで顧客にとっても低価格が享受できるＷＩＮ－ＷＩＮの構造を実現する。ソーシャルビジネスによっ
て、事業収益を追求し、地域の課題解決を目指します。
